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がんは女性において最も 率が高いがんであ

り、その 数は今後増加することが される 1)。

また 推計人 によると、日本では 2040 年まで

に 75 以上人 が に増加し、人 構成が大き

く することが 想されている 2)。加 は多くの

がんの最大の 子であり、高 者のさらなる増

加によって今後もがん 数は増加していくと 想

される。近年では、日本以外の先進 でも高 のが

ん 者の増加が注目されている 3）。 

道がん登録では 2014 年 例より り

を実施し、登録 度が向上したため、 例の

解析が可能となった。そこで本研究では、単年の

率から の 数を推計することができる 定

法 4)を用いて の がん 数を推計した。また、

現在の 資源の配置が しないと 定し、

的な 資源の配置を検討した。さらに、 道と

は特 の異なる 川県の結果と比較することで両

県の 資源の配置を比較し、両県のがん対策につ

いて検討した。 
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(1)  

2014 年に した がん 者（ 道 3,859 名、

川県 5,770 名）を対 とした。DCO 例（death 

certificate only）は 断日の情報が得られていないた

め本検討から除外した。 

 上 数は浸 に比べてがん検 の影響

を受けやすいので、 の正確性を確保するた

めに除外した。 

(2) ータ 

がん 例は、 道は 道がん登録より、

川県は 川県がん登録より提供を受けた。

立社会保 ・人 問題研究所より 道 川

県の 推計人 （2010 年 2040 年、5 年間 ）を

得た 2)。日本 学会より 道 県別 専門 数

を得た 5)。 道 ホームページ、 川県 ホー

ムページより専門 数（がん 連携拠点 と

がん 連携指定 の数）を得た 6,7)。 

(3)  

道と 川県の 区分を図 1、図 2、表 1

に示した。 道の 2 次 （21 ）は地 生

活 （道 、道 、道 、オホーツク 、

十 、 ・根 ）、 川県の 2次 （11

）は、地 特性と人 度に基づいて 4 （

会型、 型、 外型、地方型）に分けて解析した

4）。 

道の地 生活 は 6 に分 され、人

比率が最も高いのは道 で最も いのはオホー

ツク である。面積比率は道 が最も高く次いで

道 が高く、最も いのは道 である。

 
 

 

 

 

 

 

1       

道 （ 、 、 ） 
  道 （ 、中 知、 知、 知、 、 、後 、日高） 
  道 （ 、 、上川 部、上川中部、富 野） 
  オホーツク （ 、 ） 
  十 （十 ） 
  根 （ 、根 ） 
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           2  4) 

 

 

(4)  

数は 15-39 、40-64 、65 以上の 3 群に

分けて検討を行った。2014年年 階 別 率を算

し、以 一定であると 定して年 階 別 推

計人 に じて、各 の の 数を推計した

4)。 の 数は 2014 年 数を 100 とした比率

で表し、その後の推移を算 した。さらに、現在の

専門 数を各 の 2014 年 数と 2040 年

数で除して専門 1 人あたりの 者数を算 し、

専門 数と合わせて比較することで、現在と

の供 されるべき 資源について検討を行った。 

(5)  

本研究は 道がんセンター 理 員会、 川

県立がんセンター 理 員会およ 前大学大学

学研究科 理 員会より 認を得た。 

 

 

表 1  口 2014   
道県  人  

川県 会型 1,162,368 

 
型 1,694,809 

 
外型 1,119,284 

 
地方型 463,011 

  
 道  道  240,638 

 
道  1,769,016 

 
道  326,067 

 
オホーツク  151,953 

 
十  178,868 

  ・根  164,442 

（人） 
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3  

道の 別進 度を表 2 に示した。 道全

体では、全年 の進 度は 分以上が限 であった。

15-39 では道 で がん 者が多く、 分以上

が限 であった。40-64 では道 を除く で

分以上が限 であった。限 割合が最も高い

は十 （58.7 ）であり、 い は道 （46.6 ）

であった。65 以上では、全ての で 分以上が

限 であった。限 割合が最も高い は道

（67.1 ）で、 い は道 （54.9 ）であっ

た。 割合が最も高い は 15-39 ではオホー

ツク （50.0 ）、40-64 では道 （30.3 ）、

65 以上では ・根 （30.2 ）であった。65

以上では、全ての で 移の割合は 10%

満であった。 

 道の がん 数 推計を図 3 に示した。

15-39 では全ての で 数が 2040年までに

した。最も が しい は道 であり、

やかな は十 であった。40-64 では全ての

で し、道 は の に比べて が

やかであった。65 以上では、全ての で 2020

年に増加し、道 と十 を除く は、その後

した。道 は 2020 年以 やかに増加した。

十 は、2020 年以 はほ ばいであった。 数

では、全ての で 2040年までに していた。最

も が しい は道 であり、最も やかな

は道 であった。 

 川県の がん 数 推計を図 4 に示した。

15-39 では 2040年までに全ての で 数が

した。最も が しいのは地方型であり、 や

かなのは 会型であった。40-64 では 2025年まで

会型で増加し、以 した。 型は 2025 年ま

で ばいであり、以 した。65 以上では全て

の で増加した。特に 会型は の に比べて

増加が しかった。 数では 会型は 2020年に一度

増加し、以 ばいであった。 型は 2020年まで

ばいで以 した。その の は 2040 年まで

に した。 

 道と 川県における現在の 専門 数を

表 3 に示した。 専門 数・専門 数は両県と

もに、全 に存在しているものの、一部 （

型、道 ）に集中していた。 

 との 専門 1 人当たりの 者数を図 5

に示した。2040年までに 川県では 会型で

1 人当たりの 者数はやや増加するものの、 の

では した。一方 道では、すべての で

した。 
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表 2   

年 階   
進 度 

限    不  

数 道 2104(54.5) 930(24.1) 269(7.0) 556(14.4) 

 
道  187(51.8) 99(27.4) 18(5.0) 57(15.8) 

 
道  1338(53.5) 596(23.8) 179(7.2) 386(15.4) 

 
道  221(58.6) 85(22.5) 29(7.7) 42(11.1) 

 
オホーツク 123(58.3) 47(22.3) 15(7.1) 26(12.3) 

 
十  127(60.8) 43(20.6) 13(6.2) 26(12.4) 

 
・根  108(53.5) 60(29.7) 15(7.4) 19(9.4) 

      
15-39  道 105(56.5) 43(23.1) 8(4.3) 30(16.1) 

 
道  14(73.7) 3(15.8) 0(0.0) 2(10.5) 

 
道  76(57.1) 31(23.3) 7(5.3) 19(14.3) 

 
道  1(11.1) 3(33.3) 0(0.0) 5(55.6) 

 
オホーツク 2(50.0) 2(50.0) 0(0.0) 0(0.0) 

 
十  7(53.8) 1(7.7) 1(7.7) 4(30.8) 

 
・根  5(62.5) 3(37.5) 0(0.0) 0(0.0) 

      
40-64  道 1061(51.4) 547(26.5) 151(7.3) 304(14.7) 

 
道  83(46.6) 54(30.3) 11(6.2) 30(16.9) 

 
道  692(51.0) 361(26.6) 92(6.8) 211(15.6) 

 
道  108(53.7) 52(25.9) 21(10.4) 20(10.0) 

 
オホーツク 58(53.2) 26(23.9) 10(9.2) 15(13.8) 

 
十  71(58.7) 26(21.5) 6(5.0) 18(14.9) 

 
・根  49(50.0) 28(28.6) 11(11.2) 10(10.2) 

      
65 以上 道 938(58.3) 340(21.1) 110(6.8) 222(13.8) 

 
道  90(54.9) 42(25.6) 7(4.3) 25(15.2) 

 
道  570(56.4) 204(20.2) 80(7.9) 156(15.4) 

 
道  112(67.1) 30(18.0) 8(4.8) 17(10.2) 

 
オホーツク 63(64.3) 19(19.4) 5(5.1) 11(11.2) 

 
十  49(65.3) 16(21.3) 6(8.0) 4(5.3) 

  ・根  54(56.3) 29(30.2) 4(4.2) 9(9.4) 
n (%) 
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3a  15-39  

 

 

 

3b  40-64  
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3c  65  

 

 

 

3d   
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4a  15-39  

 

 

 

                  4b  40-64   
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4c  65   

 

 

 

              4d    
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表 3  2018 1   

 道県  専門 数（人） 専門 数（施設数） 

川県 会型 25 6 

 
型 42 15 

 
外型 15 5 

 
地方型 8 4 

    
道  道  2 4 

 
道  51 32 

 
道  5 6 

 
オホーツク  1 2 

 
十  3 2 

  ・根  2 2 

 

 

 

5  一
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5  

道では がん 者は 2040 年までに全 で

することが された。65 満では全 で

者数が する一方で、65 以上では道 、十

は増加し、その の は 2020年に一度ピーク

を えてから することが された。 川県

では がん 者は 会型の では 2040 年まで増

加し、 の では することが された。65

以上では全 で 2040 年までに 者数が増加す

ることが された。 

川県では、 会型の は 数が増加する

ものの、 の では することが された。

これは 会型の は団 の 代が 65 以上に移

行するため現在団 の 代が多く んでいる で

数が増加したためと考えられた。 数が増加

する 会型の においては専門 の確保の に、

隣接する の や 県との 体制の連携を視野

に入れた検討が今後必要である。 道では、

数は するものの、高 による人 構造の

に い 65 以上の高 者が める割合が増加する。

川県とは異なり、 方を に面している 道

では 県との連携が難しいため、自県で対策を講じ

る必要がある。高 者の 数が今後増加する

については、高 者が に専念できる 環境の

整備が必要と考えられた。さらに高 者が増加する

と通 手段や 護・ 助などが問題になるため、在

や 型 を充実させる必要があるだろう。

また、高 のために積極的な を行えない 者が

増加すると思われるため 末期 の充実を図る必

要もある。 資源（専門 ・専門 ）は両県と

もに、一部 （ 型、道 ）に集中しており

1 人当たりの 者数も 差がみられた。専門

が不足する には、 と連携し専門 の不

足を補う体制を整備することや、 の専門 の

いる施設への受 を可能にする取り組みの検討が必

要である。 川県などの関 では 学部が設

置されている で 数が多い 向にあるため、

学部が設置されていない では、いかに を

得するかが課題である。しかし専門 が不足して

いる であっても、専門 は最 でも 2 施設以

上整備されているため、専門 に 1 名以上の専門

を配置することを専門 の指定要件にすること

も必要になると考えられた。 

本研究において、単年の 定法を用いた背景とし

て、 道では登録 度が安定していないため複数

年のがん の比較ができなかった。そのため、単

年データで 推計のできる 定法で検討した。

川県の Katayama らは 定法の 当性を、Nordpred

を用いた APC モデルでの 推計と比較することで

検討した 4）。その結果、 定法では APC モデルより

も 数は く見積もられることが らかとなった。

がんにおいては今後、年 整 率が増加して

も、 定法により推計される 数実 値を上 る

可能性は く、また、人 の年 構成の影響を く

受けるため、高 による 数の増加を最 限

できると考えられた。そのため、本研究のように

資源配置等の 間のかかる施策（ の 成や

施設の整備）を検討する上で、データの蓄積を

要しない 定法は有用であると考えられた。一方、

日本において 年でのデータを使用した大 の

Toyodaらの研究 8)でも高 者の 数は増加 向に

あるとの推 であり県は異なるが本研究の結果と一

しており本結果は 当であると考えられる。 

本研究では、 川県と 道の両県の人 構成

から、2040年の 数を推計した。本研究の結果は、

のがん 体制の整備や再編を検討する際の基

礎データとして活用できると考えられた。また本研

究から、今後団 の 代が多く んでいる地 では、

65 以上の高 者の増加を考 した対策が必要で

あると考えられた。 
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